　仕　様　書　
１　業務の目的

　　この業務は、広島市江波山気象館の冷暖房設備の保守点検を行うことにより、設備の円滑かつ経済的な運転、事故の未然防止及び設備の機能低下の防止を図ることを目的とする。

２　業務内容

⑴　保守点検は、1級冷凍空気調和機器施行技能士または２級冷凍空気調和機器施行技能士の資格を有する現場責任者と、１級冷凍空気調和機器施行技能士・２級冷凍空気調和機器施行技能士・第1種冷媒フロン類取扱技術者・第２種冷媒フロン類取扱技術者のいずれかの資格を有する従事者（以下、現場責任者と従事者を「技術員」という。）が実施する。
⑵　保守点検を行う機種及び台数は、別紙のとおりである。
⑶　保守点検の内容は、定期点検及びその他の点検とする。
①　定期点検

ア　冷暖房機器等
・本体パネル、ドレン板及びその周辺の清掃　
・室内機吸排気口の点検、清掃
・エアーフィルター及び機器の清掃
・電圧、電流、絶縁抵抗の測定
・冷媒漏えい点検
・吸込温度、吹出温度の測定、調整　*
・室内機の作動（吹出口状況、吹出量等）確認、調整　*
・異音、振動の点検、調整　*
・電気系統の点検、調整
・据付状態（外観：損傷、腐食、錆、油にじみ等）の点検、調整
・熱交換器（汚れ、霜付き等）の点検、調整*
　　　イ　その他（リモコン等）
　　・各装置の点検、調整
　　・電気回路の点検
ウ　全熱交換器（別館配置図参照）
　　・エアーフィルターの点検、清掃
・ロスナイエレメントの点検、清掃
・吸排気口の点検、清掃
　　・機器の運転状況確認　　　　　　　　　　　　
　②　その他の点検

契約期間中における故障、破損等の異常が生じた場合の点検
３　実施時期
⑴　定期点検
①　冷房切り替え時の点検　　　　　　　　５月
②　冷房シーズン中間点検　　　　　　　　９月

③　暖房切り替え時の点検　　　　　　　１１月

④　暖房シーズン中間点検　　　　　　　　２月

⑵　その他の点検

発注者からの依頼があった時とし、回数を問わず速やかに技術員を派遣し、製造者への問い合わせ等原因の究明を行い、最善の対処法を報告するものとする。
４　留意事項
⑴　受注者は、業務を行うにあたって、広島市江波山気象館山気象館が公共施設であることを認識し、管理運営の支障とならないよう適性に業務を行うものとする。

⑵　受注者は、業務を行うにあたって、あらかじめ発注者と協議して、日時、業務方法等を決定するものとする。
⑶　受注者は、ガス補充、フィルターの小修繕、ネジの交換等委託業務の実施に伴う軽微な補修及び消耗部品の交換については、受注者の負担において処理するものとする。

５　報告事項等

⑴　受注者は、あらかじめ発注者に対し、技術員の住所・氏名・資格を報告すること。また、それらに変更があったときも、同様とする。
⑵　受注者は、あらかじめ発注者に対し、この委託業務を実施する計画書を提出し、承認を得るものとする。

⑶　委託契約約款第１２条第１項に定める委託業務実施報告書の提出期限は、業務が完了した日の翌日から起算して１０日目とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
６　検査完了期日（期限）
発注者による検査完了期日（期限）は、業務が完了した日の翌日から起算して１９日目（ただし、実施報告書を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
７　その他
　　業務に実施にあたり、この仕様書に疑義のあるとき、または、この仕様書に定めていない事項については、発注者と受注者が協議のうえ決定するものとする。

